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過

て

年

カミ

主
d

|
|
広
島
芸
術
学
研
究
会
平
成
元
年
度
活
動
報
告
|
|

こ
の
ご
ろ
世
の
中
が
新
鮮
だ
。
ピ
ル
の
角
を
曲
が
っ
た
途
端
目
の
前
に
広
が
る
一

つ
の
景
色
|
|
初
夏
の
日
差
し
に
照
ら
さ
れ
て
忙
し
げ
に
行
き
交
う
人
々
、
車
、

ま
ぶ
し
い
街
路
樹
の
緑
:
・
、
そ
れ
ら
す
べ
て
が
つ
く
る
一
枚
の
「
絵
」
に
、
私
は
輿

味
深
い
視
線
を
注
ぐ
。
た
だ
一
度
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
。
そ
れ
は
「
星
座
」
の
妙
に
も

似
て
、
か
け
が
え
の
な
い
輝
き
を
発
し
て
い
る
。

先
日
、
東
京
国
立
博
物
館
で
「
日
本
国
宝
展
」
を
見
た
後
、
鎌
倉
を
歩
い
た
。
新

緑
の
葉
陰
に
今
な
お
色
濃
い
中
世
の
面
影
を
感
じ
な
が
ら
|
|
。

一
瞬
の
「
時
」
、
悠
久
の
「
時
」
。

「
時
」
は
よ
く
河
の
流
れ
に
た
と
え
ら
れ
る

が
、
波
立
ち
す
ば
や
く
行
き
過
ぎ
る
表
層
の
流
れ
も
、
い
つ
か
、
そ
の
深
み
に
続
く

太
く
ゆ
る
や
か
な
底
流
へ
と
溶
け
込
ん
で
い
く
の
だ
ろ
う
か
。

広
島
芸
術
学
研
究
会
が
生
ま
れ
て
は
や
三
年
の
時
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
。
会

員
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
こ
の
三
年
間
は
ど
の
よ
う
な
月
日
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。

皆
さ
ん
の
お
顔
を
思
い
浮
か
べ
つ
つ
一
二
年
目
の
会
の
歩
み
を
記
す
。

会
員
は
現
在
一
二
四
名
。
大
会
お
よ
び
四
回
聞
か
れ
た
例
会
に
お
い
て
、
会
員
に

よ
る
研
究
発
表
七
回
、
特
別
鑑
賞
会
、
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ

γ
、
見
学
会
各
一

八

子

田

典

(
以
下
「
会
報
」
と
略
す
)
は
第
九

号
か
ら
十
二
号
ま
で
が
発
行
さ
れ
た
(
二
ペ
ー
ジ
増
え
六
ペ
ー
ジ
に
。
十
二
号
で
は

回
が
行
わ
れ
た
。

「
広
島
芸
術
学
研
究
会
報
」

さ
ら
に
増
え
八
ペ
ー
ジ
と
な
っ
た
)
。

以
下
、
順
を
追
っ
て
本
会
の
こ
の
一
年
の
活
動
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

V
平
成
元
年
七
月
二
十
二
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら
五
時
ま
で
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
五
O
一
号
室
で
、
第
三
回
総
会

お
よ
び
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
約
七
十
名
。
会
場
で
は
年
報
「
喜
術
研

Z

第
二
号
も
配
布
さ
れ
た
。

総
会
で
は
ま
ず
金
田
菅
代
表
委
員
が
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
来
賓
と
し
て
エ
リ
ザ
ベ

ト
音
楽
大
学
学
長
ホ
ア
キ
ン
・

M
・
ベ
ニ
テ
ズ
氏
よ
り
、
会
の
意
義
に
触
れ
た
あ
た

た
か
い
ご
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
議
事
に
入
り
、
昭
和
六
十
三
年
度

事
業
報
告
な
ら
び
に
決
算
報
告
が
行
わ
れ
、
続
い
て
平
成
元
年
度
事
業
計
画
な
ら
び

に
予
算
が
決
定
さ
れ
た
。
次
に
、
任
期
切
れ
と
な
っ
た
役
員
(
委
員
九
名
お
よ
び
会

計
監
査
二
名
)
の
改
選
に
つ
い
て
の
審
議
が
あ
り
、
前
任
者
は
す
べ
て
再
任
さ
れ
、
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ま
た
、
新
た
に
四
委
員
が
選
出
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
年
間
、
発
足
時
の
体
制
で
の
充

実
を
図
る
た
め
、
そ
し
て
、
事
務
局
運
営
の
一
層
の
円
滑
化
を
目
指
し
て
の
再
任
、

増
員
で
あ
る
。

引
き
続
き
聞
か
れ
た
大
会
で
は
、
樋
口
聡
(
広
島
大
学
・
ス
ポ
ー
ツ
美
学
)
、
岩

回
州
夫
(
マ
ツ
ダ
株
式
会
社
・
デ
ザ
イ
ン
)
、
伴
谷
晃
二
(
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
・

作
曲
)
一
の
三
氏
が
研
究
発
表
を
行
っ
た
。
樋
口
氏
は
「
ス
ポ
ー
ツ
を
め
ぐ
る
美
学
的

諸
問
題
」
と
題
し
て
技
術
美
と
し
て
の
ス
ポ
ー
ツ
運
動
の
美
と
ス
ポ
ー
ツ
実
践
者
の

美
的
体
験
に
つ
い
て
語
り
、
岩
田
氏
は
カ
l
デ
ザ
イ

γ
の
分
野
か
ら
「
市
場
の
噌
好

に
対
応
し
た
デ
ザ
イ
シ
開
発
」
と
題
し
、
ス
ラ
イ
ド
で
数
々
の
資
料
を
示
し
な
が
ら

色
を
中
心
と
し
た
時
代
や
国
に
よ
る
曙
好
の
違
い
を
説
明
、
伴
谷
氏
は
「
創
作
過
程

に
関
す
る
一
考
察
J
伴
谷
晃
二
作
曲
『
は
て
し
の
な
い
風
景
、
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た

(
巴
∞
吋
)
を
中
心
に
J
」
と
題
し
て
実
際
に
テ
l
プ
に
よ
り
自
作
を
披
露
し

つ
つ
そ
の
創
作
過
程
を
詳
細
に
紹
介
ヒ
た
。
分
野
の
異
な
る
会
員
と
の
活
発
な
質
疑

め
に
』

応
答
も
あ
り
、
本
研
究
会
な
ら
で
は
の
示
唆
に
富
ん
だ
大
会
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
大
会
終
了
後
、
同
大
学
ホ
l
ル
二
階
ロ
ビ
!
で
聞
か
れ
た
懇
親
会
に
は
約

百
十
名
が
出
席
し
、
歓
談
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。

V
九
月
十
五
日
(
金
)

「
会
報
」
第
九
号
発
行
。
掲
載
記
事
は
、
第
三
回
大
会
で
の
研
究
発
表
要
旨
の
ほ

カミ

「
撫
で
る
」

「
音
信
」

(
林
立
雄
)
、

「
三
年
目
を
迎
え
て
」

(
金
田
耳
目
)
、

(
金
田
民
夫
)
等
。

V
十
月
七
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら
四
時
三
十
分
ま
で
、
比
治
山
女
子
短
期
大
学
E
棟
一
.
階
階
段
教
室

で
第
九
回
例
会
が
聞
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は
「
器
」
。
ま
ず
浜
本
桂
三
氏
(
比
治
山
女
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子
短
期
大
学
・
美
術
)
が
「
器
の
相
」
と
題
し
、
個
性
あ
ふ
れ
る
弁
舌
で
器
の
多
彩

な
魅
力
を
語
っ
た
。
そ
の
後
、
原
田
佳
子
氏
(
広
島
女
学
院
大
学
・
美
術
史
)
の
司

会
で
、
浜
本
氏
、
川
崎
洋
一
氏
(
広
島
女
子
大
学
・
デ
ザ
イ
ン
)
、
花
輪
恒
氏
(
デ

ザ
イ
ン
総
研
広
島
・
建
築
)
が
、

「
こ
れ
か
ら
の
器
の
文
化
」
と
題
し
て
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
シ
を
展
開
。
会
場
の
反
応
も
含
め
、
環
境
問
題
や
現
代
人
の
価
値
観
、

民
族
性
な
ど
に
も
触
れ
る
幅
広
い
内
容
と
な
っ
た
。
出
席
者
約
六
十
名
。

V
十
一
月
二
十
五
日
(
土
)

「
会
報
」
第
十
号
発
行
。
第
九
回
例
会
で
の
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ

γ
の
要
旨

の
ほ
か
、

「
公
共
の
色
彩
」

「
〈
評
〉
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、

(
川
崎
洋
二
、

ア
パ
カ
ノ
ヴ
ィ
ッ
チ
」

(
杉
谷
冨
代
)
、

「
〈
キ
ャ
ッ
チ
・
ボ
l
ル
〉
第
一
回
(
往
)
」

(
大
井
健
地
)
等
、
掲
載
(
〈
評
〉
、

〈
キ
ャ
ッ
チ
・
ボ
l
ル
〉
は
こ
の
号
よ
り
始

ま
っ
た
シ
リ
ー
ズ
記
事
)
。

V
十
二
月
八
日
(
金
)

午
後
六
時
よ
り
八
時
ま
で
、
広
島
県
立
美
術
館
講
堂
で
第
十
回
例
会
が
聞
か
れ
た
。

「
絵
・
色
・
意
識
」
を
テ
l
マ
に
、
松
田
弘
氏
(
広
島
県
立
美
術
館
・
現
代
美
術
)

が
「
南
薫
造
を
見
直
す
」
、
金
田
菅
氏
が
「
美
意
識
論
の
諸
問
題
」
と
題
し
、
研
究

発
表
を
行
っ
た
。
出
席
者
約
四
十
名
。
広
島
県
出
身
の
洋
画
家
南
薫
造
の
芸
術
的
諸

傾
向
の
解
明
を
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
作
品
の
紹
介
を
交
え
な
が
ら
試
み
た
松
田
氏
と
、

「
美
意
識
」
と
い
う
語
の
成
立
状
況
を
古
今
東
西
の
文
献
に
当
た
り
丹
念
に
呈
示
し

て
み
せ
た
金
田
氏
の
発
表
は
、

一
見
対
照
的
な
が
ら
、
と
も
に
芸
術
、
文
化
に
接
す

る
際
に
欠
か
せ
ぬ
気
概
を
感
じ
さ
せ
た
。



例
会
終
了
後
会
場
を
変
え
て
年
忘
れ
の
会
が
催
さ
れ
た
。
参
加
者
約
三
十
名
o

引

き
続
き
論
戦
を
展
開
す
る
人
あ
り
、
行
く
年
に
思
い
は
せ
る
人
あ
り
、
楽
し
い
師
走

の
一
宴
で
あ
っ
た
。

V
平
成
二
年
二
月
二
十
六
日
(
月
)

「
会
報
」
第
十
一
号
発
行
。
第
十
回
例
会
で
の
研
究
発
表
要
旨
の
ほ
か
、

「
建
築

と
は
、
石
と
化
し
た
音
楽
で
あ
る
」

「
〈
評
〉
音

(
半
田
清

1
ぺ
γ
ネ
l
ム
)
、

量
音
痴
」

(
才
木
幹
夫
)
、

「
〈
キ
ャ
ッ
チ
・
ボ
l
ル
〉
第
一
回
(
復
)
」

(
浜
本

一
絵
)
等
掲
載
。

V
三
月
十
七
日
(
土
)

午
後
二
時
か
ら
広
島
市
現
代
美
術
館
に
て
第
十
一
回
例
会
が
聞
か
れ
た
。
テ
ー
マ

は
「
現
代
美
術
と
広
島
」
。
ま
ず
地
下
一
階
の
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
・
ス
タ
ジ
オ
で
南
罵

宏
氏
(
広
島
市
現
代
美
術
館
・
美
術
評
論
)
が
「
美
術
批
評
の
現
在
」
と
題
し
、
自

身
の
活
動
を
交
え
な
が
ら
現
在
進
行
形
の
美
術
批
評
の
有
り
様
を
意
欲
的
に
語
っ
た
。

次
に
出
原
均
氏
(
広
島
市
現
代
美
術
館
・
現
代
美
術
)
が
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
当
館

で
開
催
中
の
展
覧
会
「
公
募

広
島
の
美
術
」
を
紹
介
。
そ
の
後
一
同
展
覧
会
会
場

に
移
り
実
際
に
「
公
募

広
島
の
美
術
」
を
鑑
賞
し
た
。
こ
の
美
術
展
は
同
美
術
館

が
広
島
市
民
を
中
心
に
行
っ
た
第
一
回
の
公
募
展
。
広
島
市
域
美
術
界
の
現
状
の
一

断
面
を
示
す
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
た
。
出
席
者
は
約
八
十
名
。

V
五
月
十
五
日
(
火
)

「
会
報
」
第
十
二
号
発
行
。
掲
載
記
事
は
第
十
一
回
例
会
で
の
発
表
要
旨
の
ほ
か
、

「
ま
ち
は
、
昼
と
夜
を
演
出
す
る
立
体
展
示
物
」

(
小
林
正
典
)
、

「
国
際
美
術
史

学
会
に
参
加
し
て
」

(
斎
藤
稔
)
、

(
寺
本
泰
輔
)
、

「
〈
評
〉
美
術
評
論
の
難
易
」

'y -， 
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第

四

往

(
中
畝
み
の
り
)
等
。

午
後
五
時
か
ら
上
回
流
和
風
堂
に
て
第
十
二
回
例
会
が
聞
か
れ
た
。
テ
ー
マ
は

「
茶
の
湯
の
美
意
識
」
。
堂
内
の
庭
や
茶
室
「
遠
鐘
」
、

「
安
閑
亭
」
な
ど
を
見
学

し
、
原
田
佳
子
氏
の
上
田
宗
箇
流
茶
道
に
つ
い
て
の
概
説
の
後
、
上
田
宗
嗣
氏
(
上

田
宗
箇
流
若
宗
匠
)
が
「
茶
道
に
つ
い
て
の
お
話
」
と
題
し
、
茶
の
湯
の
美
を
創
造

す
る
茶
室
、
茶
庭
、
茶
道
具
、
禅
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
た
。
出
席
者
は
約
七
十
名
。

一
同
お
茶
と
お
菓
子
を
い
た
だ
き
な
が
ら
神
妙
に
拝
聴
。
初
夏
の
一
夕
、
鮮
や
か
な

緑
の
中
で
日
本
文
化
の
源
流
に
触
れ
る
意
義
深
い
例
会
で
あ
っ
た
。

以
上
が
本
研
究
会
の
三
年
目
の
軌
跡
で
あ
る
。

静
か
に
輝
き
を
増
し
て
い
く
人
、
普
星
の
よ
う
に
飛
び
去
っ
て
い
く
人
:
・
。
こ
の

三
年
間
の
数
々
の
シ
l
y
を
な
つ
か
し
み
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
日
々
に
思
い
を
新

た
に
す
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
を
繰
り
返
し
、
わ
れ
わ
れ
の
「
星
座
」
は
ど
の
よ
う

な
形
を
結
ん
で
い
く
こ
と
だ
ろ
う
か
。
よ
り
高
次
の
輝
き
と
調
和
を
願
っ
て
|
|
。

(
は
っ
た
・
の
り
こ

広
島
県
民
文
化
セ

γ
タ
l
)
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